
多面的機能支払交付金への取り組み進む

施設の適正な維持管理は防災減災に繋がります

先月の台風１１号、１５日～１６日の豪雨では、京都府内で多くの災害が発生しました。

被災された方々には、心よりお見舞いを申し上げるとともに、１日でも早い復旧がされますよ

う心よりお祈り申し上げます。

ため池をはじめ、水路道路などの施設は、ゴミの取り除きやゲートの開閉等の適正な維持管理

が防災減災に繋がりますので、今後もこの活働を通じて日々の適正な維持管理をお願いします。

＜異常気象時の対応＞

１異常気象後の見回り

洪水台風などの異常気象等の後には、十分な安全を確認した上で、水路やゲート、ため池の洪

水吐等に流木やごみ等が流れて詰まったり、取水口に土砂が堆積する等、通水や取水を阻害した

り、水路の法面が崩れる可能性があります。過去に問題

となったような箇所は特に注意して見回り、状況把握を

してください。

２応急措置

見回りの結果、土砂や雑木等により通水に支障がある

場合は、取り除く等の対応をお願いします。

京都府内では、これまで「農地・水保全管理対策」に多くに地域で積極的に取り組んでいただ

き、農用地に対するカバー率では「共同活動」が６０％で全国第４位、「向上活動」が５１％で

全国第１位となっており、ともに全国トップクラスの取り組みとなっています。協議会では府

内の地域資源（農地、水路、道路等）を引き続き守っていくためにも、平成２６年度から始まる

「多面的機能支払交付金」への移行と一層の取り組みの拡大を進めています。

地域 共同活動

取組面積(ha)

カバー率

(%)

京都乙訓 607 86

山城 945 23

南丹 4,557 81

中丹 3,495 54

丹後 4,118 80

府内計 13,721 60
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活動作業時の安全確保について

他府県において、①過日共同活動による農道の敷砂利作業中、停車中の２ｔダンプと後退して

きた小型特殊自動車ホイールローダーとの間に構成員が挟まれ死亡する事故が発生しました。ま

た、②被災者は、頭首工への通路（斜面）の草刈り作業指示を行い、自分で雑木をノコギリで切

断しようと、草刈機使用中の作業員を制止するために、作業員の右斜め前に不用意に入り、声を

掛け作業員が振り向くと同時に草刈機の刃が被災者の右足大腿部外側に接触。長さ１４㎝、深さ

４㎝ほど負傷しました。

このようなことのないよう安全確保の徹底をお願いします。

① 作業前には必ず参加者全員に、作業時の注意点等の連絡・確認をすること。

② どんな作業でも安全管理の統括者を決めて作業を行うこと。

③ トラックや重機を使用する作業では誘導員を適切に配置すること。

④ 必要に応じてヘルメット、防護メガネ、安全靴、防護手袋を着用すること。

⑤ 万が一に備え、事前に傷害保険等へ加入すること。
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お知らせ
１ 第５回絵画コンクール作品募集中です

前回は２２５点の応募をいただきました、今回も多くの応募をお待ちしています。

自分で描いた作品で、他のコンクールに出していない未発表の作品を応募してください。

◇応募資格 小学生まで

◇締め切り 平成２６年９月３０日（火）

詳しくは当協議会ホームページにあります。

２ 平成２７年度から法律に基づき交付されます

〇平成２６年６月に、多面的機能支払交付金、中山間地域等直接支払、環境保全型農業直接支援

を法制化するための「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」が成立し、来年４月

に施行されることとなりました。

交付金の恒久化を国に要望してきた本協議会としては、法律による安定的な制度となることで

活働組織の皆様が安心して、計画的に交付金制度に取り組んでいただけると思っています。

また、あわせて地域協議会の役割の見直しが進められています。

３ 臨時総会を開催しました

平成２６年８月２９日、御所西平安ホテルにて

本協議会の臨時総会を開催しました。

平成２５年度の事業報告、収入支出決算につい

て承認をいただきました。


